
 

     

第 16号 2022.11.22発行 

 事務局最寄り駅、新宿駅に向かうデッキに先日からイルミネーションが点灯しています。ここ数

年、規模縮小で少々寂しかったのですが、今年はコロナ禍前の規模で飾り付けがされています。仕

事を終えて駅に向かうほんの数分ですが、素敵な世界へ連れて行ってくれるこのイルミネーション

のように、協議会の活動が我が国の純粋種豚の維持改良、我が国の養豚農業のイルミネーションに

なるよう、事務局もさらに精進してまいります。 

 豚熱の状況も余談を許さない状況が続き、飼料・資材の価格高騰、世界情勢にも影響を受け各方

面で課題山積みです。ヒトの新型コロナウィルスもこれと言った前向きな対策がないまま、再び感

染者数も増加しています。そのような中、皆様の絶え間ない創意工夫と努力で『新しい養豚経営様

式』に取り組まれておられ、心身ともに安らぐ間が少ない状態が続いてしまっていると思います。    

事務局は、どんな時も生産者の皆様方が、安心して生産継続できる環境と体制を整えることが出来

るよう、支援と様々な手段で情報交換も積極的に行っていきます。 

  何かお困りごとや御相談ございましたら、お気軽に御連絡下さい。三人寄れば文殊の知恵、ま

ずは事務局にご一報下さい!! 

 

 

 

 

 

 11 月 11 日、国産純粋種豚改良協議会の令和 4 年度総会が、新宿セミナールーム 4(東京都

渋谷区)にて開催されました。(一部 WEB 参加) 

第 6 回目を迎えた総会では、有限会社ピッグセンター宝尺の宝尺実正会員並びに農林水産省畜

産局畜産振興課の葛谷畜産技術室長から開会のご挨拶を頂いた後、令和 3 年度の事業実績及び収

支決算に関する報告、監査結果の報告、令和 4 年度事業計画及び収支予算についての説明があり、

全会一致で承認されました。 

今回は国産純粋種豚改良協議会の規約第 8 条に基づく役員改選の年度であり、審議の結果、協

議会立ち上げ当初の役員メンバーが再任されました。 

 

 

 

役職 氏名 所属  

会長 星 正美 有限会社 星種豚場 再任 

副会長 独立行政法人 家畜改良センタ

ー 犬塚明伸 

独立行政法人 家畜改良センター  

理事 

再任 

副会長 山田 芳男 株式会社 山田 B.F 再任 

幹事 桑原 康 農事組合法人 富士農場サービス 再任 

よい豚のもとをたどればよい種豚 
 

 

豚も人も 

疾病と上手に 

付き合っていきま

しょう 

 

国産純粋種豚改良協議会だより 

令和 4 年度 国産純粋種豚改良協議会総会開催 



そのほか、協議会専用データベースシステムの運用開始と協議会遺伝的能力評価、種豚ランキン

グの公表、つなぎ評価の積極的な実施への取組提案、国産純粋種豚改良協議会認定銘柄豚ロゴマー

クの商標登録取得報告とロゴマーク利用許諾要領も紹介されました。 

最後に、独立行政法人家畜改良センターの犬塚理事よりご挨拶を頂き、閉会となりました。 

冒頭にご挨拶を頂いた農林水産省葛谷畜産技術室長からは、この大変な課題山積の状況に対し、

国も様々な対策や体制を整えるべく取組んで頂いていること、家畜改良センター犬塚理事からは、

家畜改良センターが豚の凍結受精卵について、種豚改良のための高能力な素材の衛生的な導入方

法、また、不測の事態に備えた遺伝資源の保存方法として利用できる技術とすべく、調査研究を進

めている報告も頂きました。宝尺会員の挨拶にもありましたが、我が国だけでなく世界的にも純粋

種豚生産が減少している危機的な状況下ともいえるなか、我が協議会が改良の中心となるよう、努

力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会終了後には、農林水産省畜産振興課より①持続可能な畜産物生産の在り方について説明と②

アニマルウェルフェアに関する家畜改良センターの取組紹介と情報提供(分娩房の巣材について)

のお願いのあと、昨年度に続き現在の特徴ある肉質を維持しつつ能力向上を目指すための産肉能力

検定規程改訂に伴う、データ提供など協力の呼びかけを行いました。 

昨年度総会の意見交換会で発表した国産純粋種豚改良協議会 青年倶楽部については、人のコロ

ナ感染、豚熱の発生状況もあり活動開始できませんでしたが、今年度は活動開始の年としたく、こ

ちらに対する御協力の御願いもいたしました。 

その後、出席者よりつなぎ評価に対する質問や我が国で純粋種豚を維持改良していく事の重要性

とその取組の１つとなる銘柄豚認定事業について等広く意見交換を行いました。 

 本年度は現在、新規で 3 名の会員入会がありました。一人でも多くの仲間を増やしていくとと

もに、皆様、協議会に益々のお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

左:宝尺会員 

 

右:農林水産省

畜産局畜産振

興課葛谷畜産

技術室長 

左:会場の様子 中央:議長を務めて頂いた京都府養豚協議会 田中会員 

右:独立行政法人家畜改良センター 犬塚理事 

 



【お知らせ】 

 

①新規会員のご紹介 

・長野県畜産研究所 

・岐阜県畜産研究所 養豚・養鶏研究部 

・京都府養豚協議会 

 

 

②協議会の会計方法について 

協議会は一般会計とし、消費税を課税しないこととします。 

A:財務諸表変更について 

国産純粋種豚改良協議会(以下、協議会とする。)は、公益法人ではないことから、公益会計をやめ、 

一般的な会計方法に切り替えました。 

そのため、令和 4年度通常総会議案書より、正味財産増減計算書を損益計算書に改めています。 

 

B:消費税について 

・令和２年度まで、収入は消費税のかからない会費のみであったこと。 

・小規模の任意団体であること。 

以上の理由で、現在、消費税申告を行っておりません。  

 

ところで令和５年 10月からインボイス制度がスタートします。 

消費税の課税事業者にならないと、相手先にとって仕入税額控除対象の請求書を発行できない事とな

ります。 

しかし、協議会の規模に対して税金申告業務が煩雑なことを考慮し、会計士と相談の結果、引き続き課

税事業者を選択しないこととしました。 

 協議会では、令和３年度以降銘柄豚認定事業が始まり、認定料や看板代といった収入が発生してい

ますが、これらについては消費税を加味しない金額で請求しています。 

 認定事業開始当初、すでに消費税を加算して請求しお支払い頂いた会員様については、消費税分を

返金する予定です。 

 

なお、インボイス制度について詳しくは、お近くの税務署や国税庁にお問い合わせ、または、HPをご参

照願います。 

 

(国産純粋種豚改良協議会 経理担当 桜井光輝((一社)日本養豚協会) 

 

 

 

 

協議会がオール 

ジャパン体制にま

すます近づきまし

た!! 



 

  昨年度の総会で立ち上げのご紹介をした『国産純粋種豚改良協議会 青年倶楽部』ですが 

人が集まって活動することに制限がかかってしまうような状況が続き、始動に至りませんでし

た。 

しかし、諸先輩方の種豚改良への取組姿勢、教えは引き出しに閉まっているだけでは宝の持ち

腐れです。何もできない状況から、今だからできることから始めたいと思います。 

 初代リーダーを株式会社 シムコの木全会員が快諾してくださいました。(ありがとうござい

ます!!)事務局も全力バックアップ体制で木全リーダーをフォロー致します。活動確定しました

ら 

改めて皆さんにお知らせいたします。また、青年倶楽部で取り上げて欲しいこと、取組んで欲

しいことなど是非、御意見お待ちしています。 

 協議会会員・オブザーバーであれば、官民所属関係なく、あなたも青年倶楽部の一員です!! 

 

【初代リーダー:木全 誠氏(株式会社 シムコ)】 

先輩ブリーダー方の種豚改良における意気込みと思いを常々後代に伝えていかねばと思って

いた。種豚改良に取組める環境づくり、勉強会など若いブリーダーのレベルアップに向け、取

組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国産純粋種豚改良協議会 青年倶楽部 始動です!! 

総会後の意見交換会で青年倶楽部への

思いを語ってくれた木全リーダー 

国産純粋種豚改良協議会 事務局  一般社団法人 日本養豚協会   

担当:小礒・湯浅・海老原・神長 

〒1510053 東京都渋谷区代々木 2-27-15 高栄ビル 2 階  

電話:03-3370-5473  FAX:03-3370-7937  E-

Mail:iibutatsukurou.kokujyunkai@pig-pins.com 

国産純粋種豚改良協議会公式ホームページ: https://buta-kairyo.jp/ 

ホームページの QR コードが出来ました         

名刺などに入れて御活用ください!!  

 

               

各種お問い合わせは・・・こちらまで!! 

あなたの考えるランドレース種とは? 

お声をお聞かせください。詳しくは事務局担当 

湯浅(ゆあさ)まで。 

 

 

 

https://buta-kairyo.jp/


 

 

 

令和 3 年 7 月に第一回の公表を実施しました、協議会遺伝的能力評価と種豚ランキング。特に種

豚ランキングは事務局の想定以上の反応を頂いております。 

協議会で提供する遺伝的能力評価結果と種豚ランキングは、会員が所有する種豚の持つ能力の数

値化や種豚、精液の交流を図ることで、より良い国産純粋種豚の育種改良を行うことが目的で、会

員である独立行政法人 家畜改良センターが評価及びランキングを実施しています。なお、評価結

果及びランキングは会員向けサイト上での公表となるため、会員外の閲覧は出来ません。 

 独立行政法人家畜改良センターのホームページでも、本評価結果を紹介しています。 

http://www.nlbc.go.jp/pressrelease/2021nendo/press_2021.html 

協議会遺伝的能力評価及び種豚ランキングの精度を上げるためには少しでも多くの、皆様からの

データが重要な素材となります。積極的なデータ提出をよろしくお願いいたします。 

※本データの閲覧方法等については事務局・神長(かみなが kaminaga@pig-pins.com)まで、

データに対する詳細については独立行政法人家畜改良センター改良部までお願いいたします。 

 

 また、令和 4 年度総会議案として承認も頂きました新たな取組としての『つなぎ評価』につい

ても随時アナウンスしていきます。国産純粋種豚の能力向上スピードアップのためにもよろしくお

願い致します。(『つなぎ評価』については総会議案書と共にお送りした別添資料があります。改

めて資料が必要な方、また『つなぎ評価』の取組手法など問い合わせについては事務局まで御連絡

下さい。別添資料の問い合わせ先、家畜改良センター・農研機構でも承ります。) 

 

 

 

 

 

令和 4 年度通常総会でも現在の活動報告を行いました。 

 

①認定料を改訂しました 

協議会が消費税を課税しない会計を行っていく事から、認定料・看板料ともに税込みとします。 

 

②協議会ホームページ  

国産純粋種豚改良協議会ホームページ内に、認定銘柄豚専用ページを作成しております。国産純

粋種豚改良協議会認定銘柄豚について、認定銘柄豚の個別紹介ページも非常に充実した内容になっ

ていると事務局自負しております。是非、銘柄豚認定を取っていただき、本ホームページを有効活

用してください。認定取られた方は掲載情報をお寄せ下さい。お待ちしています。(現在仕上げ工

事中です。公開までもう少しお待ちください。) 

 

 

③看板について 

【進捗状況報告】 

国産純粋種豚改良協議会認定銘柄豚事業 

データ提出お願いします!!! 

協議会遺伝的能力評価と種豚ランキングについて 



『国産純粋種豚改良協議会 銘柄豚認定に関する規則』第 7 条にあります、銘柄豚認定申請者

のうち希望者に配布する看板のデザインを公表します!!木製の A4 に近いサイズで非常に重厚感の

ある、まさに国産純粋種豚を体現してくれるような仕上がりになっております。有償配布となって

おりますが、ご希望の数を配布できます。直売店、取扱精肉コーナー、料理店などに置いて PR し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③【皆様に強くお願いです!!】 

認定銘柄豚が現在、6 銘柄となっております。国産純粋種豚を広く周知していくためにも是非、

認定申請について取引先生産者にもお声がけよろしくお願い致します。 

目指せ 100 銘柄!! 

来年の総会で協議会認定銘柄豚ハンドブック発刊を目指せ!! 

銘柄豚を食べてもらうことで、消費者にも国産純粋種豚の重要性を理解してもらうことができます。 

旨い飯に合う旨い豚肉の持続性可能な生産体制を目指します。 

 

 

 

改正された飼養衛生管理基準(豚・いのしし)について、ガイドブックができました。ガイドブ

ックは、農林水産省ホームページにて PDFで公表されているほか、養豚生産者の皆さまには地

元の家畜保健衛生所を通じて配布されております。未入手の方は是非、こちらをチェック!! 

(参考)農水省ホームページ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/index.html 

 

 

 

 

 

 

豚熱(CSF)&アフリカ豚熱(ASF) 予防対策の重要ポイント 

完成版デザイン（設置参考例）              ↓黒部市役所 市長室 

 ←都内店舗 

主な仕様 

材質：木製（脚付） 

厚さ：約 2cm 

サイズ：A4 程度 

文字：彫り文字 

銘柄名：プレート 

(艶消し金色) 

 

国産純粋種豚ホームページにあなたの自慢の種豚の写真

を掲載しませんか?お問い合わせは事務局まで。 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/index.html


 
 

 

 

 

種豚・精液、肥育もと豚等の 

導入・販売でお困りの生産者の皆様へ』 

相談窓口を開設しています。  

国内で発生しております CSF 対策として一昨年からワクチン接種推奨地域においてワクチン接種によ

る感染防止対策が行われています。  

これにより、ワクチン接種した種豚等は非接種地域への移動が出来なくなり、この影響で従来の取引先

から種豚・精液、肥育もと豚等の導入・販売が出来ずに困っているという相談が多数寄せられています。 

JPPA では、国産豚肉生産への影響を少しでも緩和するため、種豚・精液、肥育もと豚等の導入・販売

に関してのご要望、ご相談をお受けし、可能な限り対応して参りますので、情報をお寄せいただきますよ

う、ご協力のほどよろしくお願い致します。 

なお、頂いた情報は個人名等を除いた形で他団体等とも共有し、効果的なマッチングを図っていきたい

と考えています。 

つきましては、種豚・精液、肥育もと豚等のマッチング用情報提供用紙を作成しておりますので、事務

局までご連絡ください。 

また、現状の顧客以外に配布可能な豚等がございましたら、この取組の一助となりますので、事務局ま

で情報をお寄せいただきますようよろしくお願いいたします。（情報提供用紙は JPPA ホームページでも提供してい

ます。） 

●お問い合わせ等 窓口：国産純粋種豚改良協議会 又は 

（一社）日本養豚協会 改良部 

  

 



 

 

 

 

 

★令和 4年度 種豚導入補助事業 ご案内 

 事務局である一般社団法人 日本養豚協会では令和 4年度も種豚導入補助事業の事業実施主体となりました。

国産純粋種豚の能力底上げが目標の事業です。本事業は単年度事業ですが、平成 26年度から続いている事業

で、会員及びオブザーバーの方で事業参加され、積極的に改良のための導入を行って頂きました。生産者間血縁

構築にも有効に活用されています。せっかくの補助事業です。協議会の目標達成の為にも是非、有効活用しましょ

う。お問い合わせは事務局の湯浅までお願いします。 

 

★協議会内部での種豚交流について 

 改良のスピードアップの、ひとつの指標となる遺伝的能力評価精度向上を図るためには、協議会員間での血縁

構築が重要となってきます。是非、会員間で種豚交流を実施しましょう。御連絡いただければ会員にお知らせいた

しますので事務局までお願いします。是非、公式ホームページ・本だよりもご活用ください!! 

 

★会員、絶賛募集中!! 

  より多くの種豚生産者に参加していただくことで、国産純粋種豚改良協議会の活動が盛り上がり、かつ、データ

がたくさん集まり、改良のスピードアップも狙えます。是非、入会をよろしくお願いいたします。協議会認定銘柄豚事

業もご活用下さい!!協議会についてのお問い合わせもお待ちしています。 

 

★産肉検定・豚人工授精師資格取得等について 

 産肉形質改良のための素材となるデータ測定についても、積極的に実施をお願いしたいところですが測定機器

が無いなどのお悩みについて、協議会一丸となって取り組んで行きたいと思います。また、一般社団法人日本養豚

協会 豚産肉能力検定規程の見直し検討を開始しました。皆様には今後、各種データ提供御協力依頼など実施し

ますので、御協力よろしくお願い致します。最近非常に問合せが増えております、豚人工授精師資格取得や人工

授精の講習会等、皆さんで情報交換を行いたいと思います。是非、事務局へお問い合わせ下さい。全体で対策を

検討したいと思います。 

 

★国産純粋種豚改良協議会だより について 

 普段なかなか集まることのできない、会員及びオブザーバーの交流の場としても是非ご活用ください。掲載希望

記事や掲載希望コーナーなどの御提案をお待ちしています。事務局までどんどんお寄せ下さい。また、改良に関す

る質問なども受け付けております。 

(例:会員及びオブザーバーの紹介コーナー、会員及びオブザーバーに関するトピックコーナーなど) 

 

 

 

    

 

 

  

「国産純粋種豚改良協議会」は 

平成 28 年 3 月 31 日、オールジャパンでの種

豚改良を目指して発足しました。只今、会員絶賛

募集中です!! 

事務局からのお知らせ 

新・リレー連載～会員からのひとこと掲示板～ 

本総会で農林水産省畜産振興課から紹介のあったアニマルウェルフェアについては、国際基準に基

づく飼養管理が求められています。特に、今回話題となった巣作り用の資材については、現在日本で

は取組がなされていない事項で、はてさて、どのようにやっていくのか？と、皆さん頭を悩ませると

ころかと思います。豚は言葉をしゃべることができないので、人間のように「コレがやっぱりいいよ

ね。」「この素材は質感がなんだかイマイチだな。」のように感想を話してはくれません。そんな中、手

探りではありますが、知恵を出しつつ、時には豚の気持ちになって、ちょうど良い落としどころを見

つけていければ、と思います。(会員 O 氏筆) 

 



≪参考≫ 

国産純粋種豚改良協議会 認定銘柄豚 認定状況(令和 4年 11月 11日現在) 

 

   
 

雌 雄

1 第1号 A 2021/8/11 一勝地赤豚 デュロック純粋 淋種豚場 淋博道 熊本県球磨郡 自家産
農事組合法人

富士農場サービス

2 第2号 A 2022/1/20 LYB豚 LY×B
農事組合法人

富士農場サービス
桑原　康 静岡県富士宮市 自家産

農事組合法人

富士農場サービス

平成30年2月23日

商標登録取得済

第6022416号

3 第3号 A 2022/3/10 黒部名水の匠 LW×D 有限会社　木島農場 木島　敏昭 富山県黒部市 自家産 自家産

平成14年1月11日

商標登録取得済

第4535004号

4 第4号 A 2022/3/10 名水白雪 デュロック純粋 有限会社　木島農場 木島　敏昭 富山県黒部市 自家産 自家産

平成20年4月18日

商標登録取得済

第5130610号

※デュロック雄については随時

全農畜産サービスより導入して

いるが、肉豚生産のための種豚

は自家更新豚

5 第5号 B 2022/4/22
飛騨けんとん

美濃けんとん
LW×D

農事組合法人

森岡養豚
森岡　幸雄

岐阜県揖斐郡

揖斐川町

株式会社シムコ

全農畜産サービス

株式会社

株式会社シムコ

農事組合法人

富士農場サービス

6 第6号 A 2022/10/11 いるまの里ポーク LW×D 田中畜産 田中　良平 埼玉県入間市

農事組合法人

富士農場サービス

有限会社

TOPICS

農事組合法人

富士農場サービス

生産農場情報
種豚導入元

その他認定番号 ランク 認定日 銘柄豚名 交配など

 


